
 

 

「市民意識調査（市民アンケート）」の概要と結果 
 

～～ 市民意識調査の目的と概要 ～～ 

 

１．調査の目的 

     本調査は、市民の生活の実態や本市での暮らしの課題について幅広く把握し、合志市における今後のまちづ

くりを進めていくために必要な基礎資料とすることを目的に、平成 19年から実施されています。 

     設問は、時代の変化に合わせ随時見直しを行っておりますが、同じ設問について経年的な変化を見ることがで

きるようにしております。市民意識の経年変化を掴み、その結果に基づいて施策の効果を評価するとともに、事

務事業等の必要な見直しを行うものです。 

 

 

２．調査概要 

 

（１）調査対象地域     合志市内全域 

 

（２）調査対象         合志市民（１８歳以上） 3,000人 

 

（３）調査対象者の抽出方法     住民基本台帳から無作為抽出 

 

（４）有効回収率       1,363通（45.4％） 

 

（５）調査期間         令和３年 4月 24日～令和３年 5月１０日 

 

（６）設問数           71問 
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～～ 回答者の内訳 ～～ 

 

（１） 性別 

女が半数以上を占め、男性は４割と例年と同じ傾向がみられる。 

   
 

 

（２）年齢 

年代では、40代が 20.8％と最も多く、30代が 16.7％と続く。例年４０台の割合が高く、２０代以下の若い

世代の割合はやや低い。 

 
 

 

（３）居住パターン 

      「転入」が約 8割となっており、「合志市（転出なし）」、「Uターン」がそれぞれ約 1割となっている。 

  

 

 

（４）家族構成 

家族構成では、親子二世代世帯が 55.6％と半数以上を占め、夫婦だけの世帯が 25.6％と続く。ひとり暮ら

しの世帯は 7.6％と少ない。 
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～～ 市民アンケート結果（抜粋） ～～ 

 

①  あなたは、合志市自治基本条例を知っていますか？（問 59） 

 

合志市の自治基本条例をほぼ６割が認知しているものの、内容まで理解している人（「内容も十分理解して

いる」+「ある程度理解している」）は 1割に満たず、条例の存在は知っていても内容までは理解していない割

合が半数を超えている。また、「条例があることを全くしらなかった」は 36.2％となっている。 

  昨年度と比較して大きな変化は見られず、認知はあまり進んでいない。 

 
 

② あなたは、SDGｓを知っていますか？（問 60） 

 

ＳＤＧｓを知っている人（「知っており、取り組みを進めている」+「知っているが、取り組みを行っていない」）は

48.4%であり、「全く知らない」が 49.9%と認知度は約半分である。 

認知度は昨年と比較して大幅に変化しているが、実際に取り組んでいる人の割合は 13.6％である。 
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③ あなたは、どのように行政情報を入手していますか？（問 58） 

 

 行政情報の入手方法について、「市からの各戸配布、回覧などの配付物」が 60.1％、次いで「市の広報」 

   が 56.7％、「市のホームページ」が 30.8％となっている。「行政情報を入手していない」人の割合は 5.9％と 

   なっており、ほとんどの人が情報を入手している。 

     昨年度と比較して上位の項目に違いは見られないが、市のホームページは増加している。 

 

 

 

④ あなたは、過去１年間で地域の活動やボランティア活動、、NPO活動などに参加しましたか。また、今後 

   参加したいと思いますか。（問 16） 

 

     過去 1年以内に、地域の活動やボランティア活動、NPO活動などに参加した人の割合は 26.3％となってお 

り、参加していない人が 71.9％と約 7割を占めている。 

 しかしながら、今後の参加意向がある人の割合は 56.0％と参加意向がない人の 42.2％を上回っている。 

 昨年度までと比較して参加した人の割合が減少していることに関しては、新型コロナウイルス感染症拡大防止 

のための活動自粛が影響していると考えられる。 
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⑤ あなたは、過去 1年間で市議会での議論を見た、または聞いたことがありますか？（問６2） 

 

過去 1年以内の市議会での議論について、「見たことも聞いたこともない」人の割合は 49.4％と約半数を 

占めている。市議会の情報を入手している人の情報入手方法としては、「議会だよりを読んだ」が 44.5％と最 

も多く、他は 5％未満と少なくなっている。 

 昨年度と比較して大きな違いは見られない。 
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⑥ コロナ禍において困っていることはありますか。（問 66） 

 

     コロナ禍における困りごとについては、「特になし」が 35.1％と最も多く、次いで「外出制限や活動減少で 

    孤独感」が 30.2％となっている。 

 

 

 

 

 


